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議
案
第
85
号　

南
相
馬
市
斎
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

質　

疑　

指
定
管
理
の
業
務
範
囲

は
。

答　

弁　

受
け
入
れ
か
ら
火
葬
執

行
、
灰
の
処
理
、
施
設
の
維
持
管

理
ま
で
と
な
る
。

質　

疑　

指
定
管
理
者
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　

葬
祭
業
者
等
、
仏
事
等

に
詳
し
い
方
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
厳
粛
な
中
に
も
真
心

の
こ
も
っ
た
対
応
が
で
き
る
と
考

え
る
。
人
件
費
に
つ
い
て
も
大
幅

に
削
減
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

質　

疑　

指
定
管
理
者
に
な
っ
て

も
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
守
秘
義
務

は
担
保
さ
れ
る
の
か
。

答　

弁　

募
集
要
項
の
中
に
も
守

秘
義
務
を
守
る
一
項
目
を
設
け
、

厳
し
く
対
応
し
て
い
き
た
い
。

討　

論　

継
続
審
査
に
す
べ
き
と

の
意
見
。

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
。

議
案
第
86
号　

南
相
馬
市
図
書
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

質　

疑　

条
例
の
設
置
目
的
や
名

称
も
含
め
て
議
論
さ
れ
た
の
か
。

答　

弁　

条
例
の
制
定
や
条
文
等

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
法
の
中
で

の
上
位
法
の
内
容
に
基
づ
い
て

構
成
す
る
。
名
称
の
件
も
含
め
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
か
け
て
意
見

を
伺
い
、
愛
称
も
検
討
し
た
が
募

集
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
87
号　

南
相
馬
市
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定
に
つ
い

て質　

疑　

使
用
料
金
が
高
い
の
で

は
。

答　

弁　

新
し
い
施
設
と
し
て
又

駅
前
と
い
う
立
地
場
所
を
考
え
て

適
正
な
も
の
と
思
う
。

質　

疑　

使
用
者
の
減
免
適
用

は
。

答　

弁　

基
本
的
、
に
公
共
的
な

活
動
と
か
市
民
が
地
域
的
な
活
動

を
す
る
場
合
は
減
免
を
考
え
る
。

質　

疑　

市
民
と
市
民
以
外
で
の

区
分
は
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
の

か
。

答　

弁　

区
別
は
し
な
い
。
市
民

以
外
の
方
に
も
広
く
利
用
し
て
も

ら
う
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
88
号　

南
相
馬
市
立
中
央

図
書
館
及
び
南
相
馬
市
民
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
自
動
車
駐
車
場
条
例

制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

２
時
間
ま
で
無
料
は
少

し
短
い
の
で
は
。

答　

弁　

図
書
館
施
設
利
用
者
の

駐
車
時
間
は
平
均
30
分
ほ
ど
で
あ

り
、
２
時
間
以
上
の
方
は
ま
れ
で

あ
る
。

質　

疑　

会
議
・
会
合
等
は
、
２

時
間
を
超
え
る
可
能
性
が
高
い
と

思
う
が
。

答　

弁　

図
書
館
及
び
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
は
、
利
用

者
の
優
先
性
を
確
保
す
る
形
で
少

し
高
め
の
料
金
に
設
定
し
た
。
ま

た
、
民
間
の
駐
車
施
設
を
圧
迫
し

な
い
形
で
設
定
し
た
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
110
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

質　

疑　

認
定
調
査
方
法
の
変
更

に
伴
い
、
軽
く
な
る
部
分
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
の
事

例
は
あ
る
か
。

答　

弁　

結
果
的
に
は
、
本
人
の

意
向
ど
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
10
月
１
日
か
ら
希
望
調
査

が
な
く
な
る
た
め
、
本
人
の
意
向

と
は
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
は
あ

る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
19
年
陳
情
第
６
号
小
高
区
の

市
直
営
学
校
給
食
を
守
る
こ
と
に

つ
い
て

討　

論　

今
回
の
民
間
委
託
は
、

調
理
業
務
の
み
で
あ
る
の
で
、
地

産
地
消
や
食
の
安
全
安
心
は
担
保

さ
れ
る
。
し
か
し
、
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と
、

70
％
の
方
々
が
、
不
安
と
の
回

答
が
あ
り
、
ま
た
、
給
食
調
理
員

も
趣
旨
を
理
解
し
た
上
で
、
な
お

現
状
維
持
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

よ
っ
て
現
段
階
で
の
民
間
委
託
は

妥
当
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。
今

後
、
民
間
委
託
の
気
運
が
高
ま
っ

た
時
に
は
、
し
っ
か
り
と
話
し
合

い
、
説
明
の
場
を
設
け
、
判
断
を

仰
ぐ
よ
う
意
見
を
付
し
て
願
意
妥

当
と
す
る
。

審
査
の
結
果
、
採
択
。

議
案
第
108
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

社
会
総
務
費
の
自
殺
対

策
事
業
の
研
修
に
つ
い
て
、
そ
の

趣
旨
、
目
的
、
人
員
等
の
詳
細
を

伺
う
。

答　

弁　

自
殺
対
策
の
方
策
に
つ

い
て
関
係
機
関
・
団
体
・
市
民
と

連
携
し
な
が
ら
研
修
す
る
。
予
定

人
員
は
、
庁
内
関
係
部
署
の
15
名

を
想
定
し
て
い
る
。

質　

疑　

生
活
保
護
受
給
者
の
動

向
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

21
年
度
４
月
の
段
階
で

345
世
帯
、
８
月
で
は
、
364
世
帯
で

19
世
帯
増
え
て
い
る
。

質　

疑　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
事
業
に
つ
い
て
、
マ
ス
ク
を

１
人
10
枚
配
る
と
い
う
が
、
使
用

方
法
と
入
手
方
法
は
。

答　

弁　

予
防
啓
発
の
た
め
幼
稚

園
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校

に
配
布
し
た
い
。
可
決
さ
れ
次
第

発
注
し
て
間
に
合
う
よ
う
対
応
し

た
い
。

質　

疑　

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
の

通
年
ベ
ー
ス
の
管
理
運
営
の
経
費

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
年
度
、
供
用
開
始
の

想
定
す
る
内
容
か
ら
勘
案
し
、
平

成
22
年
度
ベ
ー
ス
で
嘱
託
、
臨

時
職
員
の
人
件
費
を
合
わ
せ
て

２
千
万
円
程
度
と
見
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

一 般 質 問

常
任
委
員
会
審
査

原町斎場
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施政方針等に対する論戦

質問順に掲載しています。
また、内容は紙面の都合で要約しています。

一 般 質 問一 般 質 問
第６回定例会の一般質問は、９月 14日・15
日・16日の３日間行なわれ、11人の議員が
活発な議論を展開した。

政
権
交
代
に
よ
る

政
権
交
代
に
よ
る

地
方
主
権
推
進
を

地
方
主
権
推
進
を

小
お

川
が わ

　尚
しょう

一
い ち

 議員

一 問 一 答

問　

先
の
国
政
選
挙
で
、

市
長
は
自
民
党
候
補
者
の

選
挙
カ
ー
に
平
日
の
公
務

中
に
乗
っ
て
、
応
援
し
て

い
た
と
の
市
民
の
声
が
あ

る
が
。

答　

南
相
馬
市
と
し
て
、

予
算
執
行
権
を
も
つ
政
権

与
党
に
お
世
話
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
恩
返
し
を
す

る
と
い
う
当
然
の
こ
と
を

し
た
。

問　

市
長
の
政
治
理
念
、

信
条
に
於
い
て
も
同
じ
か
。

答　

私
は
、
麻
生
内
閣
が

打
ち
出
し
た
中
福
祉
、
中

負
担
の
国
づ
く
り
に
一
定

の
評
価
を
し
て
き
た
。

問　

地
方
分
権
と
行
政
改

革
を
推
進
す
る
た
め
、
管

理
職
の
登
用
に
は
年
功
序

列
か
ら
脱
却
す
る
考
え

は
。

答　

年
功
序
列
に
と
ら
わ

れ
な
い
有
能
な
人
材
を
積

極
的
に
登
用
す
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

問　

市
民
の
目
線
、
市
民

主
体
で
仕
事
を
し
て
い
る

か
と
い
う
と
、
実
際
に
そ

う
な
っ
て
い
な
い
。
40
代

後
半
50
代
前
半
か
ら
も
積

極
的
に
部
長
に
登
用
す
る

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

定
年
制
の
問
題
と
年

金
問
題
も
あ
り
、
人
材
育

成
と
の
両
面
か
ら
課
題
に

つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　
「
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
」
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

庁
舎
前
や
各
区
役
所

に
看
板
を
設
置
す
る
。
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
に
は

加
盟
し
な
い
が
、
平
和
市

長
会
議
に
は
加
盟
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

大
型
商
業
施
設
オ
ー
プ

ン
に
よ
る
地
域
へ
の
影

響
に
つ
い
て

❷ 

中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
組
に
つ
い
て

❸ 

鹿
島
区
こ
と
ぶ
き
荘
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

一
般
質
問

「核兵器廃絶平和都市宣言」の看板




